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練馬区教育委員会

生　涯　学　習　課

（文　化　財　係）

℡3　9　9　3　－1111

〒17　6　－　8　5　01

練馬区豊玉北6－12－1

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
参
加
事
業

「
石
神
井
城
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
〇
こ
を
開
催
！

～
石
神
井
城
と
自
然
を
ふ
る
さ
と
ね
り
ま
の
誇
り
に
～
　
日
月
1
0
日
（
土
）

今
年
で
四
回
目
の
開
催
と
な
る
「
石
神
井
城

フ
ォ
ー
フ
ム
」
。
今
年
も
、
都
内
の
文
化
財
を

一
斉
に
公
開
す
る
「
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
」

の
参
加
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

さ
わ
や
か
な
秋
の
一
日
、
ご
家
族
や
お
友
達

と
一
緒
に
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▽
と
　
き
　
1
1
月
1
0
日
（
土
）

午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
3
時

（
雨
　
天
　
中
　
止
）

▽
と
こ
ろ
　
石
神
井
公
園
内
　
石
神
井
城
跡

▽
内
　
容

◆
石
神
井
城
跡
発
掘
現
場
の
公
開

石
神
井
城
の
中
心
部
分
に
ど
ん
な
施
設
が

あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
学
術

発
掘
調
査
が
区
民
の
手
に
よ
り
、
日
月
2
日

～
9
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
発
掘
現
場
を

公
開
し
、
出
土
品
を
展
示
し
ま
す
。

㊥
展
示
会

O
「
ね
り
ま
の
文
化
財
探
訪
」

区
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、
区
内
の
文

化
財
を
パ
ネ
ル
展
示
で
紹
介
し
ま
す
。

◆
区
民
の
郷
土
研
究
発
表
会

日
頃
か
ら
練
馬
区
の
郷
土
研
究
を
さ
れ
て

い
る
方
々
に
よ
る
発
表
会
で
す
。

▽
発
表
者

①
新
井
ま
さ
し
氏
　
午
前
1
1
時
～

「
漫
談
で
語
る
練
馬
大
根
の
話
」

②
葛
城
明
彦
氏
　
午
前
1
1
時
3
0
分
～

「
伝
乱
か
ら
読
み
解
く
豊
島
氏
の
滅
亡
」

③
中
山
幸
一
氏
　
正
午
～

「
板
碑
に
み
る
練
馬
区
・
石
神
井
川
流
域

の
歴
史
所
見
」

▽
会
場
は
、
城
跡
フ
ェ
ン
ス
前
・
特
設
会
場

で
す
。
椅
子
席
を
ご
希
望
の
方
は
、
1
1
月

9
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で
文
化
財
係
に

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
広
場

○
鎌
倉
時
代
、
石
神
井
地
域
と
関
わ
り
を
も

っ
た
と
い
わ
れ
る
豊
島
三
郎
入
道
と
そ
の
妻

・
土
用
熊
（
と
よ
く
ま
）
。
そ
の
二
人
に
扮

し
て
記
念
写
真
が
撮
れ
る
場
所
を
設
け
ま
す
。

カ
メ
ラ
は
皆
さ
ん
で
ご
用
意
下
さ
い
。

○
子
ど
も
向
け
の
歴
史
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
ま
す
。

会場案　内　図

練
馬
区
伝
紘
帆
工
せ
耳
展

アトリウムでの展示（昨年度）

今
年
の
練
馬
区
伝
統
工
芸
展
は
、
1
1
月
2
日

（
金
）
か
ら
4
日
二
日
）
ま
で
、
区
役
所
ア
ト

リ
ウ
ム
地
下
多
目
的
会
議
室
な
ど
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
区
内
伝
統
工
芸
の
力
作
を
展
示
す
る
ほ

か
、
制
作
の
実
演
、
体
験
や
相
談
コ
ー
ナ
ー
な

ど
も
設
け
ま
す
。

多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

▼
と
　
き
　
1
1
月
2
日
（
金
）
～
4
日
（
日
）

午
前
1
0
時
か
ら
午
後
5
時
ま
・
で
、

4
日
は
午
後
4
時
ま
で

▼　　　▼　　　▼
間　　主　　詳
A

せ　　催　　細

10
月
2
1
日
号
ね
り
ま
区
報
を
ご
覧

下
さ
い

練
馬
区
伝
統
工
芸
会
・
練
馬
区
・

練
馬
区
教
育
委
員
会

区
役
所
内
産
業
課
商
工
係
へ
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東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
に

公
開
さ
れ
る
区
内
文
化
財
の
ご
案
内

日
月
1
日
か
ら
7
日
は
「
文
化
財
保
護
強
調

週
間
」
で
す
。
文
化
庁
が
主
唱
す
る
こ
の
文
化

財
保
護
強
調
週
間
は
、
昭
和
2
9
年
、
国
民
一
人

一
人
が
文
化
財
を
国
民
共
有
の
財
産
と
し
て
愛

護
す
る
よ
う
、
様
々
な
行
事
や
広
報
活
動
を
推

進
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

東
京
都
で
は
平
成
1

0
年
度
か
ら
、
文
化
財
に

親
し
む
機
会
を
皆
さ
ん
に
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
都
内
の
文
化
財
を
集
中
的
に
公
開
す
る

「
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
」
を
強
調
週
間
の
行

事
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
1
1
月
3
日
か
ら
日
日
ま
で
の
9
日
間

を
、
文
化
財
を
公
開
す
る
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
1
0
・
11
月
に
は
、
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
企

画
事
業
と
し
て
、
講
演
会
な
ど
様
々
な
文
化
財

保
護
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

練
馬
区
内
で
は
、
国
指
定
の
天
然
記
念
物
の

「
練
馬
白
山
神
社
の
大
ケ
ヤ
キ
」
を
は
じ
め
、

次
の
六
件
の
文
化
財
が
公
開
さ
れ
ま
す
。
普
段

か
ら
見
学
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
公
開

期
間
中
は
、
場
所
を
示
す
の
ぼ
り
が
立
て
ら
れ
、

解
説
カ
ー
ド
も
用
意
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

◎
な
お
、
文
化
財
を
訪
れ
る
際
は
、
所
有
者
や

周
囲
の
迷
惑
と
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

●
練
馬
白
山
神
社
の
大
ケ
ヤ
キ

（
国
指
定
天
然
記
念
物
）

白
山
神
社
の
拝
殿
前
と
階
段
下
に
二
株
あ
り

ま
す
。
源
義
家
が
一
〇
八
三
年
に
東
北
方
面
の

征
伐
の
戦
勝
祈
願
を
し
た
時
に
苗
木
が
奉
納
さ

れ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

〔
所
在
地
〕
練
馬
四
－
二
　
日
山
神
社
境
内

〔
交
　
通
〕
豊
島
園
駅

（
西
武
池
袋
線
・
都
営
大
江
戸
線
）

下
車
、
徒
歩
五
分

〔
公
開
時
間
〕
午
前
九
時
～
午
後
五
時

●
小
野
南
山
墓
（
東
京
都
指
定
旧
跡
）

小
野
南
山
（
一
七
二
九
－
一
八
一
〇
）
は
江

戸
中
期
に
活
躍
し
た
本
草
学
者
（
博
物
学
）
で
、

江
戸
の
医
学
館
で
の
講
義
を
弟
子
が
ま
と
め
た

『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
四
八
巻
は
、
我
が
国
で
は

最
大
の
本
草
学
の
文
献
と
い
わ
れ
ま
す
。
墓
所

は
関
東
大
震
災
後
、
西
浅
草
か
ら
移
転
し
て
き

ま
し
た
。

〔
所
在
地
〕
練
馬
四
－
二
七
　
迎
接
院
墓
地
内

（
十
一
ケ
寺
墓
地
）

〔
交
　
通
〕
豊
島
園
駅

（
西
武
池
袋
線
・
都
営
大
江
戸
線
）

下
車
徒
歩
三
分

〔
公
開
時
間
〕
午
前
九
時
～
午
後
四
時
三
〇
分

●
池
永
道
雲
量
（
東
京
都
指
定
旧
跡
）

池
永
道
雲
（
一
六
六
五
－
一
七
三
七
？
）
は

幼
い
頃
か
ら
書
道
を
学
び
、
中
国
の
黄
道
謙
な

ど
の
影
響
を
受
け
て
新
郷
の
大
家
と
な
り
ま
し

た
。
代
表
的
な
著
書
霜
は
『
纂
海
』
　
（
蒙
書
辞

典
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
墓
所
は
関
東
大
震
災

後
、
西
浅
草
か
ら
移
転
⊥
て
き
ま
し
た
。

〔
所
在
地
〕
練
馬
四
1
二
七
　
受
用
院
墓
地
内

（
十
一
ケ
寺
墓
地
）

〔
交
　
通
〕
豊
島
園
駅

（
西
武
池
各
線
・
都
営
大
江
戸
線
）

下
車
徒
牽
二
分

〔
公
開
時
間
〕
午
前
九
時
～
午
後
四
時
三
〇
分

○
尾
崎
遺
跡
（
東
京
都
指
定
史
跡
・

出
土
品
は
区
指
定
有
形
文
化
財
）

区
立
春
日
小
学
校
の
建
設
に
あ
た
っ
て
、
昭

和
五
四
・
五
五
年
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
旧
石
器

時
代
か
ら
近
世
ま
で
の
複
合
遺
跡
で
す
。
春
日

小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
指
定
範
囲
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ナ
イ
フ
形
石
器
や
縄
文
土
器
、
中
近

世
の
陶
磁
器
な
ど
の
出
土
品
が
校
内
の
展
示
室

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

〔
所
在
地
〕
春
日
町
五
－
一
二
1
一春

日
小
学
校
内

〔
交
　
通
〕
練
馬
春
日
町
駅
（
都
営
大
江
戸
線
）

下
車
、
徒
歩
八
分

〔
公
開
時
間
〕

1
1
月
3
日

1
1
月
1
0
日

1
1
月
日
日

（
土
）
　
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

（
土
）
　
午
後
1
時
～
午
後
4
時

（
臼
）
　
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

〔
尾
崎
遺
跡
出
土
品
解
説
会
〕

1
1
月
日
日
に
は
、
午
前
1
0
時
3
0
分
か
ら
午
後

2
時
ま
で
、
解
説
員
が
い
ま
す
。

※
必
ず
学
校
受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
石
神
井
城
跡
及
び
三
宝
寺
泊

（
東
京
都
指
定
旧
跡
）

石
神
井
公
園
内
の
三
宝
寺
池
周
辺
は
史
跡
や

自
然
の
豊
か
な
と
こ
ろ
で
す
。
三
宝
寺
池
は
武

蔵
野
三
大
湧
水
の
一
つ
で
、
か
つ
て
は
湧
き
水

が
豊
富
で
、
石
神
井
川
の
源
流
に
も
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
南
側
の
台
地
に
、
石
神
井
城
跡

が
あ
り
ま
す
。
中
世
に
こ
の
あ
た
り
を
支
配
し

て
い
た
豊
島
氏
の
城
で
、
太
田
道
港
に
攻
め
ら

れ
、
一
四
七
七
年
に
落
城
し
て
い
ま
す
。
城
の

中
心
と
考
え
ら
れ
て
い
る
部
分
に
は
、
土
塁
や

堀
が
よ
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
所
在
地
〕
石
神
井
台
一
丁
目
は
か

都
立
石
神
井
公
園
内

〔
交
　
通
〕
石
神
井
公
園
駅
（
西
武
池
袋
線
）

下
車
、
徒
歩
一
〇
分

●
三
宝
寺
軋
麗
縦
断
琴

（
国
指
定
天
然
記
念
物
）

三
宝
寺
池
の
中
央
、
「
中
の
島
」
周
辺
が
指

定
範
囲
と
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ウ
ホ
ネ
な
ど
の

水
生
植
物
を
中
心
に
、
貴
重
な
植
物
相
が
み
ら

れ
ま
す
。
水
質
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
、
絶
滅
し

て
し
ま
っ
た
植
物
も
あ
り
ま
す
が
、
保
護
へ
の

取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
所
在
地
な
ど
は
右
記
に
同
じ
）
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膏
惹
班
宜
惹
骨
辛
苦
撒

昨
年
、
石
神
井
城
跡
発
掘
調
査
の
際
、
土
塁

内
側
基
底
部
よ
り
、
小
刀
と
思
わ
れ
る
鉄
器
が

出
土
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
ね
り
ま

の
文
化
財
」
第
五
〇
号
で
一
部
報
告
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
先
日
、
現
物
を
拝
鑑
す
る
機
会

を
得
ま
し
た
の
で
い
く
つ
か
私
見
を
述
べ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
尚
、
関
連
の
資
料
等
乏
し

く
不
明
な
点
も
あ
る
為
、
想
像
た
く
ま
し
く
推

察
し
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
事
を
予
め
、
お
断

り
し
て
お
き
ま
す
。

ま
ず
、
こ
の
小
刀
？
の
出
土
時
に
は
全
体
が

厚
い
錆
で
覆
わ
れ
て
い
た
が
、
可
能
な
限
り
錆

を
除
き
、
保
存
処
理
を
し
た
結
果
、
図
の
様
に
、

い
く
ら
か
、
そ
の
形
を
確
認
す
る
事
が
出
来
た
。

こ
れ
に
依
る
と
、
刀
身
部
と
、
茎
（
柄
）
部
と

が
、
は
っ
き
り
と
判
別
す
る
事
が
出
来
、
茎
部

に
は
、
や
や
反
り
が
付
き
目
釘
孔
と
お
ぼ
し
き

孔
は
な
い
。
刀
身
部
に
も
僅
か
に
反
り
が
付
き
、

乱
郎
上
二
・
四
仇
位
の
所
か
ら
先
が
切
刃
に
な

っ
て
い
る
か
に
見
え
、
そ
の
先
か
ら
先
端
に
か

け
て
約
半
分
位
の
所
で
欠
損
し
て
い
る
。
次
に

現
状
に
於
け
る
法
量
を
掲
げ
、
そ
の
概
要
を
記

し
て
み
る
。
（
単
位
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

総
長
一
六
．
〇
　
　
刃
長
　
七
　
五
，

も
と
は
は

反
り
　
〇
二
一

茎
長
　
八
．
五

目
釘
孔
　
ナ
シ

元
幅
　
二
　
五

茎
反

更
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寸
法
に
従
っ
て
、
刀
身

部
の
欠
損
箇
所
を
推
察
し
て
み
る
と
、
お
お
よ

そ
、
総
長
二
四
～
五
Ⅷ
、
刃
長
一
五
～
一
七
皿

位
と
な
り
総
じ
て
、
大
振
り
な
小
刀
と
な
る
。

勿
論
小
刀
の
寸
法
に
つ
い
て
は
特
に
定
め
ら
れ

て
は
お
ら
ず
、
刃
長
二
〇
盟
別
後
の
も
の
で
、

い
わ
ゆ
る
大
小
刀
と
称
す
る
も
の
を
見
る
事
も

あ
る
が
、
通
常
、
刀
装
具
と
し
て
我
々
が
眼
に

触
れ
る
小
刀
の
平
均
的
な
寸
法
は
刃
長
一
二
～

三
皿
、
茎
長
七
～
八
0
0
と
な
る
。
こ
れ
は
刀
の

鞠
に
楯
と
云
わ
れ
る
、
在
醇
や
斜
か
収
納
す
る

所
が
あ
り
、
そ
れ
に
従
う
結
果
で
あ
ろ
う
か
と

思
わ
れ
る
。
当
然
こ
の
場
合
に
は
、
小
刀
の
茎

に
金
属
で
出
来
た
装
飾
性
を
帯
び
た
柄
を
は
め

込
み
、
い
わ
ゆ
る
小
柄
と
し
て
、
そ
の
役
を
果

た
す
訳
で
あ
る
。
当
該
の
小
刀
の
出
土
時
に
は
、

周
囲
に
そ
の
様
な
、
金
属
性
の
附
属
物
は
発
見

さ
れ
て
い
な
い
と
の
事
な
の
で
、
お
そ
ら
く
、

木
製
の
柄
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
考
さ

れ
る
。
そ
の
場
合
は
、
む
し
ろ
日
用
品
と
し
て
、

今
日
で
云
う
所
の
ナ
イ
フ
や
切
出
し
の
様
な
、

使
わ
れ
か
た
が
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
関
の
刀

匠
連
か
ら
は
昔
僧
侶
の
人
達
が
（
多
分
手
紙
を

し
た
た
め
た
り
し
た
時
な
ど
の
紙
切
り
用
と
し

て
）
紙
と
大
小
刀
を
注
文
し
て
い
た
事
な
ど
も

聞
い
て
い
る
。
又
昔
の
大
工
職
の
人
達
も
道
具

の
中
に
大
小
刀
が
用
意
さ
れ
て
い
た
様
な
事
も

聞
き
及
ん
で
い
る
。
い
ず
れ
の
物
も
切
刃
に
な

っ
て
い
て
、
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
今

回
出
土
の
小
刀
と
相
通
ず
る
点
が
考
察
さ
れ
る
。

次
に
制
作
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
が
、
出
土
し

た
場
所
が
土
塁
築
造
時
の
所
な
の
で
、
石
神
井

城
が
落
城
し
た
文
明
九
年
（
一
四
七
七
年
）
四

月
以
前
で
あ
る
事
は
確
実
で
、
歴
史
学
で
云
う

室
町
時
代
中
期
に
あ
た
る
訳
で
す
。

余
談
に
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
云
う
小
柄
・

小
刀
の
歴
史
は
古
く
、
そ
れ
を
た
ど
る
と
奈
良

時
代
の
邦
平
に
迄
遡
る
事
に
な
る
が
、
そ
れ
と

は
若
干
、
様
式
が
異
な
り
、
む
し
ろ
南
北
朝
時

代
に
見
か
け
る
外
装
の
鞠
に
、
前
述
し
た
樺
を

見
る
事
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
を
知
る
事
が
出

来
る
が
、
現
在
そ
こ
に
収
納
さ
れ
て
い
る
べ
き

当
時
の
小
柄
・
芽
の
ほ
と
ん
ど
が
欠
失
し
て
お

り
、
私
自
身
未
だ
実
見
し
て
い
な
い
。
更
に
日

用
品
と
し
て
日
常
的
に
使
用
さ
れ
る
場
合
だ
と
、

そ
の
消
耗
の
度
合
い
等
、
考
慮
す
れ
ば
、
恐
ら

く
出
土
場
所
に
何
ら
か
の
意
図
を
も
っ
て
遺
棄

さ
れ
た
、
約
一
〇
年
前
後
の
頃
か
と
推
察
さ
れ

る
。以

上
を
も
っ
て
、
石
神
井
城
跡
よ
り
出
土
し

た
小
刀
は
、
刀
装
具
（
武
具
）
と
し
て
用
い
ら

れ
た
と
は
考
え
難
く
、
又
、
そ
の
製
作
時
期
に

つ
い
て
は
、
石
神
井
城
築
城
の
時
期
が
不
明
な

の
で
つ
ま
び
ら
か
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
室
町

前
期
に
迄
は
遡
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

尚
、
今
後
の
課
題
と
し
て
は
同
じ
よ
う
な
小
刀

が
八
王
子
城
跡
、
葛
西
城
跡
に
て
も
出
土
し
て

い
る
と
の
事
な
の
で
、
そ
れ
ら
と
の
比
較
も
興

味
深
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

平
成
1
3
年
9
月
1
0
日

練
馬
区
文
化
財
保
護
推
進
員

工
藤
呂
利
　
記昨年度、石神井城跡から出土した小刀の写真と実測図
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郷
土
次
見
料
宝
工
　
特
別
展

「
練
馬
の
商
品
作
物
と
漬
物
　
」
江
戸
・
東
京
の
台
所
を
さ
さ
え
た
特
産
物
－
」

開
催
中
－
・

芸
術
鑑
賞
会
特
別
企
画

練
馬
坤
土
釜
食
　
ね
一
・
ま
ユ
農

巨
大
都
市
江
戸
・
東
京
の
食
卓
で
消
費
さ
れ

る
野
菜
の
生
産
地
と
し
て
練
馬
は
発
展
し
て
き

ま
し
た
。
全
国
的
に
有
名
な
　
「
練
馬
大
根
」
や

「
中
の
宮
ご
ぼ
う
」
な
ど
、
区
内
の
地
名
を
と

っ
て
命
名
さ
れ
た
根
葉
が
特
産
物
と
し
て
篤
農

家
に
よ
っ
て
精
力
的
に
生
み
出
さ
れ
、
盛
ん
に

生
産
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
大
根
は
練
属
で
漬
物
に
加
工
さ

れ
、
沢
庵
溝
と
し
て
江
戸
・
東
京
の
食
卓
に
色

を
添
え
ま
し
た
。

ま
た
、
特
産
物
の
種
子
を
専
門
的
に
生
産
す

る
種
子
屋
が
練
馬
で
も
誕
生
し
、
練
馬
で
生
ま

れ
た
野
菜
は
遠
方
に
も
波
及
し
て
い
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
練
馬
の
商
品
作
物
と
墳
物
は

江
戸
・
東
京
の
食
文
化
を
支
え
ま
し
た
。
今
回

の
展
示
で
は
、
大
根
取
り
入
れ
に
関
す
る
絵
馬
、

戦
前
の
野
菜
図
、
沢
庵
墳
製
造
に
使
用
さ
れ
た

用
具
、
種
子
屋
の
カ
タ
ロ
グ
な
ど
、
様
々
な
資

料
か
ら
練
馬
の
商
品
作
物
と
漬
物
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
お
越
し
下
さ
い
。

▽
場
所
　
練
馬
区
郷
土
資
料
室

（
石
神
井
台
一
－
一
六
－
三
一

石
神
井
図
書
館
地
階
）

℡
三
九
九
六
－
〇
五
六
三

▽
と
き
　
1
0
月
1
3
日
（
土
）
～
1
2
月
1
4
日
（
金
）

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

（
月
曜
日
・
1
0
月
2
6
日
（
金
）
・

日
月
2
2
日
（
木
）
は
体
重
）

※
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
（
板
橋
区
赤
塚
五
1

三
五
－
二
五
℡
五
九
九
八
－
〇
〇
八
一
）

で
関
連
展
示
「
江
戸
・
東
京
の
四
季
菜
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

1
0
月
1
3
日
（
土
）
～
1
2
月
2
日
（
日
）

※
期
間
中
、
農
業
に
関
す
る
次
の
催
し
が
開
催

さ
れ
、
区
内
の
現
在
の
農
産
物
を
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

○
練
馬
区
農
産
物
品
評
会

開
催
日
…
1
1
月
1
0
日
（
土
）

場
所
…
石
神
井
区
民
館
展
示
室

O
J
A
東
京
あ
お
ば
農
業
祭
り

開
催
日
…
1
1
月
1
7
・
1
8
日
（
土
・
目
）

場
所
…
夏
の
雲
公
園

（
光
が
丘
三
－
五
）

詳
し
く
は
、
都
市
農
業
係
に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。
（
寧
二
九
九
五
－
二
〇
八
）

○
日
時
1
2
月
9
日
（
日
）

開
場
…
午
後
1
時
3
0
分

開
演
…
午
後
2
時
（
4
時
ま
で
）

○
場
所
練
馬
公
民
館
ホ
ー
ル

○
内
容
【
祭
り
聡
子
】

中
村
嚇
子
（
大
間
／
付
随
芸
能
な
し
）

（
練
馬
区
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
）

石
神
井
台
嚇
子
（
早
間
／
寿
獅
子
）

【
農
村
歌
舞
伎
】

「
青
砥
稿
花
紅
彩
画

浜
松
屋
見
世
先
の
場
」

姦
倉
女
歌
舞
伎

（
埼
玉
県
秩
父
郡
小
鹿
野
町
）

○
定
員
三
〇
〇
名

○
参
観
料
無
料

○
申
込
み
往
復
ハ
ガ
キ
に

①
郷
土
芸
能
「
ね
り
ま
座
」

②
住
所
③
氏
名
④
年
齢

⑤
希
望
人
数
（
一
枚
に
二
名
ま
で
）

を
記
入
の
う
え
、
日
月
2

5
日
（
日
）

（
必
着
）
ま
で
に
練
馬
公
民
館
へ

○
問
合
せ
・
申
込
先
練
馬
公
民
館

㊦
一
七
六
－
〇
〇
二
一

豊
玉
北
六
－
八
－
一

軍
二
九
九
一
－
一
六
六
七

●
■
●
●
－
●
●
●
●
●
●
●
●
●
▲
●
●
■
■
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
－
●
●
●
●
■
●
●
●
■
■
■
■
●
■
■
■

二
歪
物
を
移
管
ま
し
た
…

●

●

●

●

：

●

●

●

●

●

●

●

●

i

●

●

●

■

●

●

：

●

●

●

●

●

●

：

●

●

●

i

◆

●

●

●

1

●

◆

●

…

●

●

●

●

■

田
柄
四
丁
目
三
五
番
に
立
っ
て
い
た
「
馬
頭

観
音
道
し
る
べ
」
と
「
庚
申
塔
」
　
（
『
練
馬
の

石
造
物
－
路
傍
編
そ
の
一
－
』
七
五
頁
）
を
6

月
2
2
日
、
区
立
石
神
井
図
書
館
の
庭
に
移
設
し

ま
し
た
。
宅
地
開
発
に
よ
り
現
状
保
存
が
困
難

と
な
り
、
区
に
寄
贈
さ
れ
た
た
め
の
保
存
措
置

で
す
。
「
馬
頭
観
音
道
し
る
べ
」
は
享
和
三
年

（
一
八
〇
三
）
銘
、
角
柱
型
文
字
馬
頭
観
音
で

側
面
に
は
「
ね
の
ご
ん
げ
ん
道
」
、
「
こ
ぐ
れ

道
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
も
と
あ
っ
た
場
所

の
前
の
道
路
は
貫
井
に
あ
っ
た
子
の
権
現
（
円

光
院
）
　
へ
、
西
は
小
樽
村
（
現
大
泉
町
周
辺
）

へ
の
道
（
廃
道
）
で
し
た
。
台
石
に
は
建
立
者

名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
移
設
の
際
発
掘
を

し
ま
し
た
が
、
何
も
埋
設
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
「
庚
申
塔
」
は
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）

銘
で
、
昭
和
一
八
年
、
成
増
飛
行
場
の
建
設
に

よ
り
現
光
が
丘
一
丁
目
に
立
っ
て
い
た
も
の
を

馬
頭
観
音
の
脇
に
移
設
し
て
い
た
も
の
で
す
。

4

古土だ食事lm鳩生脚しています


